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第１章 施設整備基本計画の策定にあたって

１| 目的及び位置づけ

高山駅西地区のまちづくりについては、令和４年度に市民アンケートや意見交換など

を行い、高山駅東西の役割、まちづくりのコンセプトなどを示した高山駅西地区まちづ

くり構想を策定しました。
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高山駅西地区複合・多機能施設整備基本計画は、構想に基づく各種施策をすすめるに

あたり、高山駅西地区における公的機能の配置、複合・多機能施設の具体的な機能・規

模、駐車場（新設）や民間施設の概要、事業運営計画などを定めることを目的とします。

２| これまでの経緯

本計画の策定にあたり、高山駅西地区まちづくり検討会議の開催やパブリックコメン

トの実施、民間事業者との対話などの取り組みを行ってきました。

令和５年 ８月 高山駅西地区まちづくり検討会議（第１回）

令和５年１０月 整備方針（案）の作成

令和５年１０月 高山駅西地区まちづくり検討会議（第２回）

令和５年１０月

～１２月
整備方針（案） 民間事業者との対話・調査

令和５年１１月 整備方針（案） 市民意見募集

令和５年１１月 整備方針（案） 駅西わくわくミーティング

令和５年１２月 整備方針（案） 中高生ミーティング

令和５年１２月

～令和６年１月
整備方針（案） アイディアＢＯＸ

令和６年 １月 高山駅西地区まちづくり検討会議（第３回）

令和６年 ３月 高山駅西地区まちづくり検討会議（第４回）

令和６年 ３月

～４月
基本計画（骨子）パブリックコメント
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第２章 施設整備全般

１| 施設整備にあたっての考え方

（１）ゾーンの設定

まちづくりのコンセプトに基づき、ふれあい・つながりゾーン及びにぎわいゾーン

として次のとおり整理しました。

ふれあい・つながりゾーン

にぎわいゾーン

（複合・多機能施設～高山駅西駐車場一帯）

〇複合・多機能施設の整備により、人々が集い、ふれあうことができるゾーン

〇市内各地からの交通利便性の向上や高山駅東地区を含めた多様な機能との連

動などハード・ソフト両面から面的に活性化を図るとともに、高山の存在感

を発信していく拠点として、様々な人や地域が関わりつながっていくゾーン

（複合・多機能施設～現市民文化会館一帯及び昭和児童公園一帯）

〇市民、事業者、団体などまちづくりに関わる多様な主体と連携を深め、商業

機能などの民間サービスの充実や公園などの緑地の活用により、住みやすさ

のなかにもにぎわいを創出するゾーン
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（２）複合化・多機能化

既存の市民文化会館・公民館、総合福祉センター、勤労青少年ホーム・女性青少年

会館の機能の他、新たな機能を複合化・多機能化します。

（３）可変性

情勢の激しい変化、人口減少などを考慮し、高山駅西地区全体を初めからつくり込

まず、広場や建物のない土地を残す、暫定的な利用をするなどの工夫を行います。そ

して、高度利用が理想的となった段階で新たに施設をつくるといった育てていく施設

整備をすすめていきます。

市民文化会館

・公民館

総合福祉センター

勤労青少年ホーム

・女性青少年会館 新たな機能

複合・多機能施設
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２| 高山駅西地区における施設の配置

（１）新たな施設

複合・多機能施設

〇機能の概要

・文化芸術機能

・交流機能

・子育て支援機能 ほか

〇敷地

・土地開発公社所有地及び民有地（賃貸借により使用）

・面積：8,344 ㎡

駐車場（新設）

〇機能の概要

・公共施設利用者などが利用する市街地外縁部の駐車場

・駐車台数：500 台

・形態：立体駐車場

〇敷地

・市有地（現市民文化会館駐車場敷地）

・面積：現市民文化会館・公民館敷地の一部

（２）既存施設

高山駅西駐車場・高山駅西自転車駐車場

〇市街地外縁部の駐車場として引き続き管理・運営

〇駐車台数：普通車 130 台、バス 10 台、自転車 200 台(現状維持)

〇今後の変化に対応できるオープンスペースとして確保

〇敷地

・市有地

・面積：5,621 ㎡

高山駅西交流広場
〇オープン型の多目的広場として引き続き管理・運営

〇臨時駐車場台数：40 台（現状維持）

〇今後の変化に対応できるオープンスペースとして確保

〇敷地

・市有地

・面積：2,957 ㎡
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昭和児童公園（ポッポ公園）

〇緑と触れ合うことのできる公園として引き続き管理・運営

〇敷地

・市有地

・面積：2,640 ㎡

（３）解体・活用

現市民文化会館・公民館（建物部分）

〇文化芸術機能及び交流機能は、複合・多機能施設へ再配置

〇解体後については、民有地を含む土地のため、活用・返還などを検討

〇敷地

・市有地及び民有地

・面積：12,855 ㎡

総合福祉センター

〇子育て支援機能及び交流機能は、複合・多機能施設へ再配置

〇その他の機能は、市役所周辺へ移転し、公園や駐車場の拡充に対応できる

スペースとして確保（拡充までの間、敷地については屋外イベントなど、

暫定的に利用）

・移転機能

社会福祉協議会運営業務

障がい者、高齢者などの相談・指導

ボランティア育成・支援

福祉団体支援

・理由

①総合福祉センターで実施している各種相談・指導などについては、

本庁舎内の総合相談支援センターとの関連が深い。

②社会福祉協議会本体の運営・事務や各種団体の育成・支援などは、

市民福祉部と連携できる位置にあることが望ましい。

〇駐車台数：33 台(現状維持)

〇敷地

・市有地

・面積：2,700 ㎡



EKINISHI

8



EKINISHI

9

第３章 複合・多機能施設

１| 基本コンセプト

高山駅西地区まちづくり構想において示したとおり、この地区は地区内の住民のみ

ならず、多くの市民が訪れ、利用するエリアの１つであり、このエリアの活力は市全

体の活力にもつながります。

そのなかでも複合・多機能施設は、多様な人々が集まってつながり、施設を中心に

様々な活動を行う舞台となり、さらにはここを起点に地域を超えてひろがっていく新

たなプラットフォームを目指します。

市民の笑顔と心をはずませる プラットフォーム
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２| 公的サービス機能

（１）文化芸術機能

人々の感性を刺激し、感動をもたらし、創造性を育み、表現力を高め、地域や世代

を超えて、人と人とをつなぐ、本市の文化芸術にふれる、つくる、つなぐ機能

規 模

約 4,600 ㎡

①大ホール 約 3,000 ㎡ 1,200 席程度（現市民文化会館大ホール 1,284 席）

②多目的ホール 約 600 ㎡ 300 席程度（現市民文化会館小ホール 400 席）

③楽屋等 約 1,000 ㎡ （現市民文化会館楽屋、リハーサル室 242 ㎡）

スペースのイメージ

①大ホール

コンサートや演劇の上演のほか、大規模な式典、講演会などが開催できるス

ペース

・客席は、興行などでも使用できる 1,200 席程度を確保

・飛騨地域唯一のフルオーケストラなどが開催できる機能を整備

・中規模なイベントにも対応できる２階席などの導入を検討

・客席間の距離や避難誘導がしやすい通路幅を確保

②多目的ホール

市民が行う文化芸術活動の発表や講演などができるスペース

・客席は、他の施設との差別化や小規模イベントへの対応を考慮し、300 席

程度を確保

・多目的な使用に対応するため、可動席の導入を検討

③楽屋等

ホールの出演者のための楽屋や出演前のリハーサルのためのスペース

・舞台への機材搬入がしやすいトラックヤードなどの準備スペースを整備

・楽屋及びリハーサル室は、ホールのイベント時の使用に限らず、交流スペ

ースやダンスの練習場所などとして使用
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（２）交流機能（生涯学習・市民活動機能、福祉・健康機能など）

生涯にわたって学びや趣味、健康づくりなどの活動を支え、子どもや若者、高齢者、

障がい者、外国人など誰もが気軽に立ち寄り、交流できる機能

規 模

約 3,000 ㎡

①マルチ（多目的）ルーム、ユニーク（特定用途対応）ルーム 約 2,500 ㎡

②オープンスペース 約 500 ㎡

③図書館サービス（供用部分の活用） 0㎡

スペースのイメージ

①－１ マルチ（多目的）ルーム（22 室）

各団体の活動や各種会議、先端技術体験など多目的に使用できるスペ

ース

・移動間仕切りなどにより、利用内容に合わせて広さが変えられるル

ームを確保

・壁面への鏡の設置や床材の工夫などにより、ダンス、ヨガなどにも

使用できるルームを確保

①－２ ユニーク（特定用途対応）ルーム

展示や創作など特定の活動に対応できる設備などを備えたスペース

設備などの配置の工夫などにより、特定の活動以外の打合せや相談な

ど多目的に利用

〇展示ルーム（1室）

・絵画、彫刻、クラフト、写真、生け花などの幅広い芸術表現の展

示ができるスペース

・展覧会などに対応できる可動壁、ピクチャーレールなどの装置、

一定の湿度管理ができる空調設備の設置

〇創作スタジオ（1 室）

・アート系のワークショップや木工の制作などの創作活動ができる

スペース

〇キッチンスタジオ（1 室）

・調理や茶話会などができるスペース

〇音楽スタジオ（3 室）

・音楽の練習・収録やダンスの練習などができるスペース

・ホールのリハーサル室としても使用

〇和室（2 室）

・囲碁や将棋、ヨガなどの教室ができるスペース

・ホールの控室としても使用

②オープンスペース

気軽にくつろいだり、公共交通機関の待ち時間を活用した学習や読書、イベ

ント情報の発信・共有などができるスペース

③ 図書館サービス

図書館と連携した予約本の貸出や本の返却、リファレンスサービス（調べも

の相談）など
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（３）子育て支援機能

将来を担う子どもたちが笑顔と元気であふれる環境を整え、健やかな育みと子育て

家庭を支える機能

規 模

約 700 ㎡

①子どもの遊び場 約 500 ㎡

②ファミリーサポート事業 約 200 ㎡

スペースのイメージ

①子どもの遊び場

天候に左右されず思いっきり体を動かすことができるスペース

遊具の設置、年齢による区分、親の交流などについて検討

②ファミリーサポート事業

一時的な預かり保育や子育てに関する相談ができるスペース
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（４）滞在・休憩機能

公共交通機関の待ち時間などを快適に過ごすことのできる機能

規 模

オープンスペース 約 500 ㎡（再掲）

スペースのイメージ

オープンスペース（再掲）

気軽にくつろいだり、公共交通機関の待ち時間を活用した学習や読書、イベ

ント情報の発信・共有などができるスペース

（５）情報機能

市内各地で行われるイベントや活動などが発信・共有ができる機能

規 模

オープンスペース 約 500 ㎡（再掲）

スペースのイメージ

オープンスペース（再掲）

気軽にくつろいだり、公共交通機関の待ち時間を活用した学習や読書、イベ

ント情報の発信・共有などができるスペース

（６）防災機能

豪雪豪雨などの自然災害から市民や観光客を守る機能（避難所機能）

※平時は供用スペースの倉庫、有事は他の機能のスペースを活用

３| 民間サービス機能

飲食や物販などの商業機能

規 模

約 400 ㎡

スペースのイメージ

①公的サービスを運営する上で必要な商業機能

利用者のための飲食提供などを行うスペース

②公共交通機関などを利用する観光客にも魅力的な商業機能

市民の他、公共交通機関などを利用する観光客へ物販などを行うスペース

※アイディアＢＯＸへの応募アイディア

カフェ、マルシェ、スタジオなど
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４| 規模

（１）建築面積

約 6,000 ㎡

（２）延床面積

約 16,000 ㎡

※供用面積は、専用面積の 75%と仮定し算定しています。今後、具体的なレイア

ウトなどをすすめるなかで、精査していきます。

専用面積

文化芸術機能
大ホール 約 3,000 ㎡

約 9,000 ㎡

多目的ホール 約 600 ㎡

楽屋等 約 1,000 ㎡

交流機能
マルチルーム等 約 2,500 ㎡

オープンスペース 約 500 ㎡

子育て支援機能
子どもの遊び場 約 500 ㎡

ファミリーサポート事業 約 200 ㎡

民間サービス機能 約 400 ㎡

事務機能 約 300 ㎡

供用面積 約 6,800 ㎡

合 計 約 15,800 ㎡

※令和４年度高山駅西地区まちづくりワークショップにおける

まちづくりのコンセプト案
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第４章 その他の施設

１| 駐車場（新設）

（１）考え方

公共施設利用者及び駅利用者の駐車場、並びに中心市街地外縁部駐車場として機能

するように整備します。

既存の駅西駐車場に加え、必要台数を確保します。

（２）駐車台数

約 500 台

現 在 604 台

高山駅西駐車場 130 台

総合福祉センター 33 台

高山駅西交流広場

(臨時)
40 台

市民文化会館 234 台

土地開発公社敷地 45 台

民間駐車場

(定期利を用除く)
122 台

整備後 約700台

高山駅西駐車場 130 台

総合福祉センター 33 台

高山駅西交流広場

(臨時)
40 台

駐車場（新設） 500 台



EKINISHI

17

２| 民間事業者による付加機能

（１）考え方

ショッピングセンターや映画館などの民間事業者による付加機能は、複合・多機能

施設とは合築しないこととします。（分築）

民設民営を基本とします。

（２）配置

複合・多機能施設と同一敷地内での分築、駐車場（新設）への併設、市民文化会館

敷地の活用の中で検討します。

（３）規模

民間事業者からの提案を考慮し検討します。
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第５章 事業運営計画

１| 事業手法

（１）事業手法選定のための重点ポイント（複合・多機能施設）

①利用を見据えた整備（運営者の意向の反映）が可能なこと。

②事業者の参画が見込まれること。

③コストを削減できること。

（２）事業手法の比較

1 2 3 4 5 6

従来手法 ＤＢ ＤＢＯ
ＰＦＩ

・リース

運営者先行選定方式

従来方式 ＤＢ

流れ

発注

区分

設計 個別
一括

一括 一括

個別
一括

施工 個別 個別

運営 個別 個別 個別 個別

発注形態 仕様 性能 性能 性能 仕様 性能

資金

調達

設計施工 市 市 市 民間 市 市

運営 市 市 市 市または民間 市 市

建物の所有 市 市 市 市または民間 市 市

利用を見据えた整備

（重点）

×

反映できない

×

反映できない

〇

反映できる

〇

反映できる

◎

よく反映できる

◎

よく反映できる

事業者

の参画

(重点)

市 外

事業者

〇

可能である

〇

可能である

〇

可能である

△

ＰＦＩの手続きが煩

雑なため参画企業が

限定される

〇

可能である

〇

可能である

市 内

事業者

〇

可能である

△

やや限られる

△

やや限られる

×

ＳＰＣへの参画が困

難なため、非常に限

られる

〇

可能である

△

やや限られる

コスト削減の期待

(重点)

×

期待できない

〇

設計、施工のコスト

削減が期待できる

◎

設計から運営を通じ

たコスト削減が期待

できる

〇

コスト削減が期待で

きるが、利息等の経

費が増加する

〇

運営のコスト削減が

期待できる

◎

設計から運営を通じ

たコスト削減が期待

できる

概算事業

規 模
１４９億円 １３４～１４２億円 １３４～１４２億円

１３４～１４２億円

以上
１４９億円 １３４～１４２億円

整備期間

△

従来の整備期間とな

る

〇

設計・施工の一括発

注により短縮が期待

できる

◎

設計から運営の一括

発注により短縮が期

待できる

◎

設計から運営の一括

発注により短縮が期

待できる

△

運営者を先に選定す

るため最も期間を要

する

〇

運営者を先に選考す

るため、ＤＢＯより

期間を必要とする

が、一括発注のため

従来手法より短縮が

期待できる

総合評価

×

重点ポイントを満た

さない

×

重点ポイントを満た

さない

〇

市内事業者の参画が

やや限られるもの

の、コスト削減と整

備期間の短縮が期待

できる

×

重点ポイントを満た

さない

△

運営者の意向がよく

反映できるものの、

総合的に他に劣る案

である

◎

市内事業者の参画が

やや限られるもの

の、運営者の意向が

よく反映でき、コス

ト削減も期待できる

ことから、最良案で

ある

設計

施工

運営

設計

運営

施工

設計

施工

運営

設計

施工

運営

設計

施工

運営

設計

施工

運営

一括

発注

一括

発注

一括

発注

一括

発注
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（３）事業手法

複合・多機能施設

運営者先行選定方式（ＤＢ）とします。

駐車場（新設）

ＤＢＯと運営者先行選定方式に加え、収益性が見込まれるため民設民営も含め、

引き続き検討します。

２| 事業スケジュール

施設 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 令和 12年度

複合・

多機能施設

駐車場

（新設）

３| 各施設の概算事業規模

（１）複合・多機能施設

約１４０億円

（２）駐車場（新設）

約１２．５億円

４| 運営の考え方

複合・多機能施設は、機能ごとに運営がされる縦割りの施設となりがちです。しか

しながら、複合・多機能施設が市民をはじめ多様な人々にとってのプラットフォーム

になるためには、それぞれの機能の連携が必要です。このため、施設の運営にあたっ

ては、可能な限り一体的で効果的な運営体制を検討します。

運営事業者

選定

設計・施工

事業者選定

設計

施工

供用開始

供用開始設計 施工
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第６章 計画推進にあたっての留意事項

１| 高山駅西地区のデザイン

高山駅西地区は、複合・多機能施設や新設駐車場だけではなく、事業者などが主体

となる商業機能や娯楽機能の整備など、まち全体が変化していくこととなります。

そうしたなか、飛騨地域の重要な交通結節点である高山駅に近接し、訪れる方にと

っては最初のまちのイメージを与え、高山市を離れる方にとっては飛騨高山における

最後の景色となるエリアでもあるとともに、多様な人々が集まり、多様な活動の場と

なるエリアとしてのまちのイメージは、非常に重要な要素となります。

市景観計画を中心とした既存の建築物や屋外公共物などのルールに加えて、新たな

飛騨高山の顔としての空間をどう創っていくのか、施設ごとではなく、まち全体とし

てのデザイン（景観の形成）の調和を図っていく必要があります。

２| エリアマネジメント

新たに整備する複合・多機能施設及び駐車場（新設）に加え、既存の高山駅西交流

広場や昭和児童公園、民間施設などを有効活用するとともに、それぞれの施設が効果

的につながり、駅西地区全体で人々の交流やにぎわいを創出することが重要です。

また、昨今の激しい情勢の変化、ライフスタイルや価値観の多様化、ニーズの高度

化などに伴い、一つの主体による課題解決が困難な状況です。

このため、エリアマネジメントの考え方を取り入れ、行政だけではなく、市民や事

業者、関係団体など多様な主体が連携し、官民一体となったまちづくりを推進してい

きます。
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